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「共に学び、そして実践しよう」

本日の例会

卓 話 米山奨学
トランビチゴックさん
（ベトナム）

次回の例会

全員クラブ協議会

２０１７～１８年度ＲＩテーマ

【第２２１４回例会週報】２０１８年３月１４日（水）

ＴＲＣ合同例会

平成の間



◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日 ◇ス ポ ンサ ー クラ ブ 東京立川ロータリークラブ
◎会 長 波多野 晃夫 ◎ 幹 事 新海 正人 ○ 副会長 倉内 淳 ○ 副幹事 比留間 一義
□ クラブ会報委員長 田代 和也 副委員長 中澤 英雄 委 員 堀田 弘一郎 宮﨑 正巳 金井 一三 遠田 努

3.ガバナー補佐の役割
・波多野 永一 本年度ガバナー補佐
分区6クラブの運営がスムーズにいくことが
大切で、一番の役割と考えている。
各クラブの悩みをガバナーに伝える。
多摩分区は2ヵ月に一度、分区連絡会を行い
情報交換を行っている。各クラブが立ち位
置を一緒にして進んでいる。
・藤野 豊 次年度ガバナー補佐
私の代になって大きく変わるものではない。
各クラブの管理と、地区委員会への協力、
ガバナー公式訪問、クラブ協議会への出席。
特徴あるクラブ活動は何か、会員増強、ク
ラブの方向性検討委員会の進行状況、以上3
点を中心に取り組んでいく。

4.重点テーマ、キーワード
・波多野 永一 本年度ガバナー補佐
行動を実践する。多摩分区は人が少ないの
で、会長・幹事・ガバナーが仲良くするこ
とが大切と感じた。
・藤野 豊 次年度ガバナー補佐
世界的な情報、日本の動きなどの情報を伝
達する。
地区で、立法案を検討してもらい、積極的
に出しにいく。寄付は、出したお金がどう
使われているか、お金を出した会員が幸せ
になれるようにして欲しいと思う。

5.ＩＭについて思うこと
・波多野 永一 本年度ガバナー補佐
6クラブ全員が登録しているのは他の分区に
はない。
クラブの会員が一致団結しなければ、思う
ように進まないと思う。
・藤野 豊 次年度ガバナー補佐
ＩＭは勉強の場としていきたい。
長い時間はやりたくない。
途中で人が抜けないよう、短時間でメリハ
リをつけてやっていきたい。

ＴＲＣ合同例会（3支部）

司 会 新海幹事
点 鐘 波多野会長
斉 唱 君が代、奉仕の理想
出席報告 後藤委員長
（各クラブ全員登録頂きましたので出席率100%）

〇波多野会長挨拶
皆さんこんにちは。ようこそ当クラブの例会
場にお越し下さいました。
かつては、空掘川流域の4クラブで4ＲＣと
して開催していましたが、東京清瀬ＲＣ解散
後、3ＲＣとして3回目の開催となります。
この3クラブは自然環境が共通しており、普
段よりメーキャップや親睦ゴルフ会など交流
を図っており、非常に結びつきの深い関係に
あります。本日の合同例会が実りある会とな
ることを願っています。

〇石山会長
3ＲＣが盛大に開催されましたことをお喜び
申し上げます。
会長職に就き、下半期に入りました。仕事と
ロータリーの活動で忙しい状況ですが、最後
の締め括りをしっかりやりたいと思っていま
す。今日は勉強をしっかりして、この後の懇
親会をみんなで楽しみましょう。

〇虎井会長
私のクラブでは一人三役をこなさなくてはな
らない状況なので、ないものねだりですが、
この場が1クラブの例会だったらいいなと思
います。今のクラブの現状をしっかり把握し、
点数で言えば92点。8点足りないのは、私た
ちの発展を望むという意味でやっていきたい
と思っています。

〇次回ホストクラブ紹介
東京東大和ＲＣ 石山会長
謹んで引き受けさせて頂きます。

〇現・新ガバナー補佐が語る思い

1.人柄、信条、好きな言葉
・波多野 永一 本年度ガバナー補佐
好きな言葉は、吉田松陰の名言「至誠にし
て動かざる者は未だこれあらざるなり」
誠実さを大切に、思いやりをもって人生を
進めたい
・藤野 豊 次年度ガバナー補佐
尚半未だ道半ば。何をやるにしてもまだ
まだ自分には足りないと考えている。

2.吉田ガバナーの考え
・波多野 永一 本年度ガバナー補佐
キーワードが感動と調和。多様性の時代で
社会と調和することが大切。
・藤野 豊 次年度ガバナー補佐
現在ガバナー補佐の研修中で、色々勉強し
ている。
松坂年度は、外部研修会を使って参加率を
上げていきたい。ＲＩＡをどう取り入れる
か考えている。

～ 懇 親 会 ～


